
静岡市強度行動障がい者支援施設等サポート事業
成果報告書
令和３年３月
発行  静岡市

行動に課題のある方への支援に
より高い専門性を

行動に課題のある方への支援に
より高い専門性を



目　　次

はじめに �   �2

静岡市強度行動障がい者支援施設等サポート事業とは �   �3

入所施設サポートの取組 � � � � � �

� 宍 原 荘（社会福祉法人�玉柏会） �  �6

� わらしな学園（社会福祉法人�静岡市厚生事業協会） �  15

通所施設サポートの取組

� ラポールみなみ（社会福祉法人�静岡手をつなぐ育成の会） �  23

� あ す た す（特定非営利活動法人�ＰＯＰＯＬＯ） �  28

� も え り 清 水（特定非営利活動法人�もえり） �  31

� やんちゃりか（特定非営利活動法人�たからじま） �  33

コンサルテーションで見えてきた強度行動障がい支援のまずはここ！�

� 自閉症教育�・支援コンサルタント　水
みず

野
の

�敦
あつ

之
し

� �
　　　　　　　　　　　（入所施設サポート　コンサルタント） �  36

おわりに �  42

–1–



はじめに

「行動障がい、どのように支援すればいいの？」

　行動に課題のある方への支援について、悩んでいる障がい福祉施設職員の方は多くい

るのではないでしょうか。

　各都道府県によって「強度行動障害支援者養成研修」が実施されるようになり、年々

研修回数を重ねる中で、静岡市内においても行動障がい支援に取り組む施設・職員の方

は増えてきました。

　噛みつき、頭突きなどの他害行動や自傷行動がある強度行動障がい※１は、支援方法

が難しく、全国的にみても、受入に消極的な障がい福祉施設も多くある状況です。また、

強度行動障がい児者を受け入れている施設においても、適切に支援できず問題行動を悪
化させてしまう、問題行動を抑えるために身体拘束や行動制限などの虐待に繋がるとい
う例もあり、支援者の養成が課題となっています。

　強度行動障がい児者は、本人の障がい特性などによる他者とのコミュニケーションの

困難さから問題行動をとる場合があります。ご本人が安定した生活を送れるようにする

ためには、支援者による丁寧なアセスメント※２、環境やコミュニケーションのあり方

などを整える地道な作業が必要になります。

　本冊子は、静岡市が支援者養成のために平成28年

度から実施している「強度行動障がい者支援施設等サ
ポート事業」にご参加いただいた各施設の取組とその
成果をまとめたものです。環境の整え方、スケジュー

ルの作成、活動の設定、職員同士の協力体制など、様々

な視点から執筆いただきました。

　これから行動障がい支援に取り組まれようとしている施設の方、行動障がい支援にど

のように取り組んでいいかわからないという施設の方にとって、専門的に支援に取り組

む必要性を感じ、支援のヒントが見つかる内容となっています。また、既に行動障がい

支援に積極的に取り組んでいる施設の方にも、参考となる内容になっています。

　ぜひ本冊子がきっかけとなり、行動障がいのある方々への支援がさらに充実したもの

となるよう願っております。

� 令和3年3月　　静岡市　障害福祉企画課

�⬇強度行動障がい者支援施設サポート事業の様子

※１  強度行動障がい 直接的他害（噛みつき、頭突き等）や、間接的他害（睡眠の乱れ、同一性の保持等）、自傷行為など
が通常考えられない頻度と形式で出現し、家庭での通常の育て方をしてかなりの養育努力があっても著しい処遇困難
が持続している状態。

※２  アセスメント 指導・支援に必要な情報を観察などで調べること。
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　 静 岡 市 で は、 障 が い 福 祉 施 設 な ど に お い て 行 動 障 が い

の 支 援 者 を 養 成 す る た め、 ア ド バ イ ザ ー や コ ン サ ル タ ン

ト を 派 遣 す る「強度行動障がい者支援施設等サポート事
業」（サ ポ ー ト 事 業）を 平 成 28 年 度 か ら 実 施 し て い ま す。

事業の経緯

　 平 成 25 年 度、 静 岡 市 障 害 者 自 立 支 援 協 議 会 ※ ３ に て、 行 動 に 課 題 の あ る 人 へ の 支 援

が 議 題 と し て 取 り 上 げ ら れ ま し た。

当 時、 児 童 福 祉 法 の 改 正 （ 平 成 24 年 ４ 月 施 行 ） に よ り、 原 則 18 歳 以 上 の 障 が い 児 施

設 入 所 者 は 施 設 を 退 所 し て 地 域 に 戻 る こ と と な り ま し た。 し か し、 静 岡 市 内 で は、 行

動 障 が い 支 援 や 自 閉 症 支 援 に 積 極 的 に 取 り 組 む 施 設 は 不 足 し て お り、 行 動 障 が い の あ

る 方 の 受 入 体 制 が 整 っ て い な い 状 況 で し た。 そ の た め、 適 切 に 支 援 で き る 支 援 者 や 施

設 を 増 や し、 行 動 障 が い の あ る 方 が 安 心 し て 暮 ら せ る 地 域 を 目 指 し て、 サ ポ ー ト 事 業

を 開 始 す る こ と と な り ま し た。

事業の内容

　 サ ポ ー ト 事 業 は、 次 の ３ つ の 内 容 で 構 成 さ れ て い ま す。

入所施設サポート（ 詳 細 は ５ ペ ー ジ か ら ）

　 市 内 障 が い 児 者 入 所 施 設 に コ ン サ ル タ ン ト を 派 遣 し、 強 度 行 動 障 が い 支 援 に 関 す

る 助 言 や 支 援 に 必 要 な 知 識、 技 術 に つ い て の 研 修 な ど を 実 施 し ま す。

　 コ ン サ ル タ ン ト は、 自 閉 症 教 育 ・ 支 援 コ ン サ

ル タ ン ト の 水
みず

野
の

 敦
あつ

之
し

氏 で す。

　 平 成 29 年 度 か ら 「 宍 原 荘 （ 社 会 福 祉 法 人 玉

柏 会 ）」、 平 成 30 年 度 か ら 「 わ ら し な 学 園 （ 社

会 福 祉 法 人 静 岡 市 厚 生 事 業 協 会 ）」 が 事 業 を 開

始 し、 令 和 ２ 年 度 現 在 ま で 実 施 し て い ま す。

静岡市強度行動障がい者支援施設等サポート事業とは…

⬇サポート事業の様子

� ⬇サポート事業の様子

※３  静岡市障害者自立支援協議会 障がいのある方への支援体制整備を図るため、学識経験者、相談支援事業者、障がい
福祉サービス事業者、保健・医療関係者、教育関係者、雇用就労関係者、障がい者関係団体者等により構成された協
議会。相互連絡により地域課題の情報共有、連携の緊密化を図り、地域の実情に応じた体制整備について協議を行う。
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通所施設サポート（ 詳 細 は 22 ペ ー ジ か ら ）

　 市 内 障 が い 児 者 通 所 施 設 な ど に ア ド バ イ ザ ー を 派 遣 し、 強 度 行 動 障 が い 児 者 に 対

す る ア セ ス メ ン ト、 支 援 方 法、 環 境 調 整 な ど に つ い て 助 言 し ま す。

事例検証会

　 支 援 者 の ス キ ル ア ッ プ や 事

業 周 知 に 繋 が る よ う、 入 所 施

設 サ ポ ー ト、 通 所 施 設 サ ポ ー ト

の 事 例 報 告、 発 達 障 が い ・ 自 閉

症 支 援 に 関 す る 講 演 会 ・ ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 実 施 し て い ま す。

〈派遣実績〉

申請者 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

放課後等
デイサービス ３か所 １か所 ５か所 ３か所 ５か所

生活介護 ２か所 - １か所 - １か所

就労継続支援
B型 ４か所 ２か所 ２か所 ４か所 ２か所

特定相談支援 - - - - １か所

� ⬇ワークショップの様子

〈開催実績〉

日　程 イベント名 内　容 参加人数

H29. 2. 10-
H29. 2. 11
9：30-16：30

フレームワークを
活用した自閉症支援

○講演
	 第一部「自閉症の特性と行動支援フレームワーク」
	 第二部「自閉症の特性と自立支援フレームワーク」
○ワークショップ

延べ249人

H29. 7. 11
H29. 7. 14

10：00-12：00
検証会・事業説明会

○事例報告
○事業説明

延べ51人

H29. 12. 1 -
12. 2

9：00-16：30

フレームワークを
活用した自閉症支援

○事例報告
○講演
	 第一部「自閉症の特性について」
	 第二部「自閉症の特性と行動支援フレームワーク」
○ワークショップ

延べ281人

H30. 3. 16
9：30-12：00

発達障害の特性と
支援

○事例報告
○講演

55人

H30. 12. 21 -
12. 22

9：30-16：30

フレームワークを
活用した自閉症支援

○講演
	 第一部「活動の設定と支援」
	 第二部「行動支援と環境設定」
○ワークショップ

延べ372人

R1. 10. 11
10：00-16：00

発達障害の特性と
支援

○事例報告
○講演
	 第一部「発達障害の特性と支援」
	 第二部「	フレームワークを活用したアセスメントと

プランニング」

延べ234人

R2. 2. 19
10：00-16：00 発達障害の支援

○ワークショップ
	 第一部「本人を理解するためのアセスメント」
	 第二部「活動の自立を支援する」

延べ78人
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入所施設サポートの取組

（社会福祉法人 玉柏会）   6

（社会福祉法人 静岡市厚生事業協会）   15

① 宍原荘

② わらしな学園
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　 宍原荘のご紹介

　 宍 原 荘 で は、 ６ つ の ユ ニ ッ ト に よ る ケ ア を 実

施 し て お り、 画 一 的 な 支 援 で は な く、 障 が い の

あ る 方 々 そ れ ぞ れ が 望 ん で い る 暮 ら し を サ ポ ー

ト す る こ と を 目 指 し て い ま す。 

　 常 に 支 援 を 必 要 と す る 方 に 対 し て、 日 中 は、

日 常 活 動 の 支 援 や 生 産 活 動、 創 作 活 動 の 機 会 の

提 供、 及 び 身 体 機 能 回 復 や 体 力 維 持 の た め に 必

要 な 支 援 を 行 っ て い ま す。

　 ま た、 買 い 物、 外 食、 映 画 鑑 賞 や、 年 中 行

事、 地 域 イ ベ ン ト へ の 参 加 な ど、 そ の 方 の 意 思

や 希 望 に 沿 っ た 時 間 が 過 ご せ る よ う 支 援 し て い

ま す。

　 宍原荘　施設長より

　 静 岡 市 の 本 事 業 に 参 加 し て 以 降、 ４ 年 間 に 渡 り、 水 野 敦 之 先 生 に は 毎 回 熱 心 な 御

指 導 を い た だ き、 大 変 感 謝 致 し て お り ま す。 基 礎 知 識 の 習 得 や、 数 多 く の 現 場 で の

コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 通 じ て、 自 閉 症 支 援 の フ レ ー ム ワ ー ク の 視 点 で 思 考 す る 習 慣

が 身 に つ き、 成 果 が あ が っ て き た こ と を 実 感 し て い ま す。

　 当 法 人 で は、 開 始 当 初 は コ ア メ ン バ ー と 称 す る ８ 名 の 職 員 が 集 中 し て 学 習 し、 理

解 を 深 め て ま い り ま し た が、 こ の 手 法 を 多 く の 職 員 が 習 得 で き る よ う、 第 ２ ス テ ッ

プ と し て 平 成 31 年 ３ 月 に 「自 閉 症 研 修 チ ー ム」 を 発 足 さ せ ま し た。 こ の チ ー ム は コ

ア メ ン バ ー に て 構 成 さ れ、 そ の 目 的 は、 彼 ら が 得 た 知 識 や 技 能 を 広 く 法 人 内 に 展 開

し、 多 く の 職 員 の 自 閉 症 支 援 の 専 門 性 を 高 め る こ と に あ り ま す。

　 現 在、 宍 原 荘 内 を 始 め、 法 人 内 の 他 事 業 所 に お い て も 内 部 研 修 を 重 ね て お り、 理

解 が 徐 々 に 深 ま っ て き ま し た。 こ れ か ら も 研 修 を 継 続 し、 よ り 多 く の 職 員 が 支 援 の

専 門 性 を 高 め て い く こ と が、 地 域 の ご 利 用 者 の 「自 立」 に 一 歩 一 歩 つ な が っ て い く

の だ と 思 い ま す。 今 後 と も、わ ら し な 学 園 様 と も 切 磋 琢 磨 し な が ら、専 門 性 を 高 め、

ご 利 用 者 の 質 の 高 い 生 活 づ く り を 目 指 し て い き た い と 考 え て い ま す。

① 宍原荘 ( 社会福祉法人 玉柏会 )
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　 入所施設サポートを受けたきっかけ

　 平 成 27 年 ２ 月、 宍 原 荘 に 対 し て、 知 的 障 が い 児 入 所 施 設 か ら 強 度 行 動 障 が い が

あ る Ａ さ ん の 受 け 入 れ を お 願 い し た い と 打 診 が あ り ま し た （児 童 福 祉 法 の 改 正 に よ

り）。

　 当 時 の 宍 原 荘 で は、 平 成 ７ 年 の 増 床 時 に 自 閉 ス ペ ク ト ラ ム 症 を 伴 う 知 的 障 が い が

あ る 方 が 入 所 さ れ、 強 度 行 動 障 が い が あ る 方 も い ら っ し ゃ っ た も の の、 昔 な が ら の

集 団 支 援 が 主 で、 個 別 の 特 別 な 支 援 は 行 っ て い ま せ ん で し た。

　 Ａ さ ん の 受 け 入 れ に つ い て は、 １ 年 後 の 入 所 を 目 標 と し ま し た。

　 ま ず は、 Ａ さ ん に 宍 原 荘 の 様 子 や 日 課 を 知 っ て い た だ く た め、 来 荘 し、 体 験 し て

も ら う こ と に な り ま し た。

　 初 回、 活 動 後 に 昼 食 と し て 外 で ラ ー メ ン を 食 べ る と い う 楽 し み を 目 的 に も っ て、

Ａ さ ん と 児 童 施 設 職 員 が 来 荘 し ま し た。

　 し か し、 宍 原 荘 に 入 る 玄 関 前 で Ａ さ ん は 不 穏 に な り、 落 ち 着 け る よ う 一 度 バ ス に

戻 り ま し た。（タ イ ム ア ウ ト）

　 そ の 後、児 童 施 設 で の 取 組 と し て 行 っ て い た ホ ワ イ ト ボ ー ド を 利 用 し て 指 示 を し、

Ａ さ ん は、 グ ラ ウ ン ド を 何 周 か 歩 き ま し た が、 途 中 で 再 び 不 穏 に な り、 支 援 途 中 で

帰 る こ と に な り ま し た。

　 こ の 状 況 を 体 験 し て

と い う 不 安 が 出 て き ま し た。

　 そこで、 誰 か 専 門 的に自閉 スペクトラム 症 を 支 援され ている方 に 教 えてもらえたら

良 い の で は な い か ？

と、 コ ン サ ル タ ン ト を 紹 介 し て い た だ く こ と に な り ま し た。

➡ �これまでの支援方法では対応できないのではないか？� �
強度行動障がいがある方への対応を今後どうしていったら？

➡ �今までの支援方法だとご利用者に待っていただく時間が多いので、� �
活動がもう少しあっても…

➡ �自閉スペクトラム症があるご利用者へ、予定変更などの説明を混乱なく
伝えるにはどうしたらいいのかわからない

自閉症教育・支援コンサルタント　水野 敦之 氏
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　 コンサルテーションの流れ

　 最 初 の １ 年 目 は、

①コンサルタントに実際の支援状況を説明しながら、アドバイスをいただくこと　
②�基本的な自閉スペクトラム症及び強度行動障がいについての基礎知識を講義形式
で教えていただくこと　 を 進 め ま し た。

　 ２ 年 目 か ら は、 次 の ６ つ の 手 順 で コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 進 め て い た だ き ま し た。

※４  フレームワーク フレームワークを活用した自閉症支援：書籍「フレームワークを活用した自閉症支援」（水野敦之著・
エンパワメント研究所）を参考にした支援。

① アセスメント

　ご利用者・対象者を知ることから学びました。
　アセスメントは、ご本人が持っているスキルを支援者が適切に知ることです。
　実際に目の前でコンサルタントがご利用者をアセスメントしている場面を見ることが
できました。アセスメントの中で当時スタッフも知らないご利用者のスキルが表れ、ただ
ただ驚きでした。

② 障がい特性を学ぶ

　「障がいは脳の機能障がいに起因するもの」と捉え、多様な行動は障がい特性によって
引き起こされるものと、機能的に捉えることが基本になります。
　コンサルタントから障がい特性を細かく教えていただきました。実践を通した事例も多
く教えていただき、支援者としてはとてもわかりやすかったです。

③ ワークシートを活用した実践

　フレームワーク※４の核となる部分、「フレームワークシート」をスタッフ全員で共有す
ることで一貫した支援を目指しています。コンサルテーションを受けてからはシートを活
用して支援の組み立てをしています。

④ 実践発表

　コンサルテーションではご利用者に対する実践をフレームワークシート＋動画で発表し
ます。サポート事業を受けている事業所は全て同じシートを活用しているので、参加者全
員が理解できる内容になっています。

⑤ 評価

　実践に関してコンサルタントから評価していただきます。シートの書き方や視点の持ち方、
指示の出し方、指示カードのサイズなど細かい点についてもアドバイスしていただけます。

⑥ 再構造化

　コンサルタントからのアドバイスを参考に、支援の再調整を行います。これを再構造化と
いいます。コンサルテーションでは以上の流れを繰り返し行い、支援の底上げを目指します。
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　 コンサルテーションの様子

　 最 初 は、 コ ン サ ル タ ン ト の 説 明 が よ く わ か ら な い 職 員 も い ま し た が、

①アセスメントを通してご利用者のできること・わかっていることを探る
②アセスメント結果から課題やスケジュールを作り、実際にご利用者に教える
③活動に取り込む　 と い う こ と を 進 め て い く こ と で、 施 設 の 中 の 構 造 化 が 進 み、

ご 利 用 者 が 落 ち 着 い て 過 ご せ る よ う に な っ て い き ま し た。

《 取組の説明の場面 》

《 視覚的構造化の講義の場面 》

《 コンサルタントが作成したアセスメント材料 》

《 構造化の評価の場面 》

《 講義の場面 》

この活動を他の方が気にならない形で
取り入れています

机をこんな形にすると
支援しやすいよ

ご利用者への指示をするとき、
どの手がかりを使ってわかって
もらえるようにしますか？
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　 コンサルテーションから学んだ視点

　 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 通 し て、 次 の ５ つ の 視 点 を も っ て 日 々 の 支 援 を 実 践 し て い

く こ と が 大 切 だ と 実 感 し ま し た。

行動を「特性」
として捉える。
ご本人の動きを
客観的に観察
する。

できることを
活用する。

ご本人に伝わる
方法で声掛けや
指示をする。

全ては成功体験
から学ぶ。

ご利用者を第一
に考える。
施設の都合は
一旦おく。

フレームワーク
を活用する。

成功体験

日々の実践

合理的配慮 誰でもできる
支援

機能的に
考える

障がい特性

〇 活動を豊富にすることで他害行為が減る→他のご利用者も安定。

　周囲のわからないことへの不安から生じる他害行為が減り、ご本人も
他のご利用者も安定しました。

〇 ご利用者の自立を体感できた→支援者が楽になった。

　ご利用者が自立をすることで支援する量が減りました。� �
また、自分の支援でご利用者が自立する嬉しさも見つけられました。

〇 まずはじめないと、何も変わらない。

　頭の中で考えていても何も進みません。まずはやってみる、という支援
体制ができました。

〇 障がい特性を機能的にみられるように変化→虐待防止に繋がる。

　何でもできるようにさせよう・こうでなければならないという気持ちを
抑えて支援していくことができるようになりました。

〇 過度な支援はしない（クールな声掛け、依存しない・させない）。

　ご本人がわかりやすい指示を心がけることで、余計な指示出しで
ご本人を混乱させてしまうことが少なくなりました。ご本人も見通しが
立ちやすくなり、ご自身で行動できることが多くなりました。

実行することによる効果・変化したこと
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　 具体的な取組の紹介（コンサルテーションでの学びからの変化）

　 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 通 し て、 実 際 に 支 援 が ど の よ う に 変 わ っ た の か、 取 組 の 一

部 を ご 紹 介 し ま す。

１ 　 ア セ ス メ ン ト か ら は じ め る

　 自 閉 症 支 援 を 組 み 立 て て い く に あ た っ て、 ま ず ご 利 用 者 を 「ア セ ス メ ン ト」 す

る こ と が 根 付 き ま し た。

　 コ ン サ ル タ ン ト か ら は、 日 常 の 支 援 の 中 で 観

察 し て 行 うインフォーマルアセスメントを 学 び

ま し た。 一 貫 性 の あ る 視 点 を 保 つ た め、 宍 原 荘

で は コ ン サ ル タ ン ト が 作 ら れ たフレームワーク
シートを 活 用 さ せ て い た だ い て い ま す。

２ 　 環 境 の 変 化

　 以 前 は ご 利 用 者 が集団で 動 い て い ま し た。

　 写真の様にご 利用者に集合していただき、ひとつのスペースで活動をしていました。

　 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 受 け、 集 団 活 動 か ら 脱 却 し、個別活動を 意 識 す る よ う に

な っ て い き ま し た。 個 別 の 活 動 ・ 場 所 を 用 意 し、 集 中 で き る よ う に 間 仕 切 り な ど

で 環 境 を 整 え て い き ま し た。
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３ 　 見 通 し を も っ て い た だ く こ と を 意 識 す る

　 ご 利 用 者 が 自 分 で 気 づ い て、 自 分 で 実 施 す る 自 立 の

基 本 を コ ン サ ル テ ー シ ョ ン で 学 び ま し た。

　 今 ま で 私 達 は 「 声 掛 け 」 の み の 支 援 で し た が、 ご 利

用 者 が 理 解 で き る 方 法 で お 伝 え し、 見 通 し を 持 っ て い

た だ く 「ス ケ ジ ュ ー ル」 を 作 り ま し た。

　 右 の 写 真 は 「 絵 」 で 情 報 を 理 解 さ れ る 方 へ の ス ケ

ジ ュ ー ル に よ る 指 示 で す。

　 上 か ら 下 に 活 動 が 進 ん で い き ま す。 例 え ば 一 番 上 の

机 の カ ー ド は 「 自 立 課 題 ※ ５ 」 を 示 し ま す。 ご 利 用 者

が こ の カ ー ド を と り、 活 動 場 所 へ 移 動 し ま す。

　 活 動 場 所 には、 何 種 類もの自立

課 題 が 置 い て あります。 そ の 棚 の

横 には、 実 施 する自 立 課 題 を 示し

たカードが 貼られ ています。

　 こ の よ う な 活 動 を 作 る 際 に は、 ご 本 人 が 理 解 で き る も の を 提 示 す る こ と に 気 を

つ け て い ま す。

　 ア セ ス メ ン ト で は、ご 本 人 が「できること」「できたり、できなかったりすること」

「できないこと」 を 評 価 し ま す。

　 自 立 課 題 を 作 る 際 に は、ご本人が「できること」を活用し、「できたり、できなかっ
たりすること」を課題に し ま す。「で き な い こ と」 は 課 題 に は し ま せ ん。「できな
いこと」は支援が必要な部分で す。

　 こ の よ う に コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 通 し て、 支 援 者 は 「機 能 的」 に 考 え る よ う に

な っ て き ま し た。

　※５  自立課題 一人で取り組み、指示や支援を受けずに完成できる課題のこと。

①  同じカードが貼られている
下にスケジュールからとった
カードを自身で貼ります。

②  実施する自立課題の順番を示
しています。上から下に進め
ていきます。

③  同じカードの自立課題をご本人が探し、カードを
ケースに貼り付けて自立課題スタートです。
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　 支援に自信が持てるようになりました

　 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を 受 け る 前、 宍 原 荘 の 職 員 は、 精 神 論 で

「み ん な で 統 一 し た 支 援 を 目 指 そ う」 と し て き ま し た。

　 現 在 はフレームワークの視点で 支 援 を 行 っ て い ま す。

　 確 固 た る 考 え 方 を 学 ぶ こ と は、 ご 利 用 者 に と っ て は も ち ろ ん の こ と、

私 達 支 援 者 に と っ て も 良 い 効 果 が あ り ま す。支援に自信が持てます。
　

　共通したシートを作成し、共通した言語を使い、共通した支援に取り組む。
　支援者全員がフレームワークシートや共通したアセスメント道具を活用することで、
共通した意識や姿勢、また知識になっていると 実 感 し て い ま す。

　 現在のやり方の方が、最終的に統一した支援になるのではないかな？と感じています。

　

　 当初はシートに記 入して支 援を展開していく文 化がなく、 正直 抵 抗がありましたが、

た く さ ん シ ー ト を 書 い て い る う ち に 情 報 が 整 理 さ れ て い く こ と に 気 づ き ま し た。

　 　

　 ま た、 宍 原 荘 に お い て も 改 善 し て い き た い こ と で す が、 担 当 制 な ど が あ る と、  

ご 利 用 者 に 対 し て の 支 援 が、 い つ も 同 じ 支 援 者 と い う ケ ー ス が 多 々 あ り ま す。

　 支 援 計 画は 担 当 者 が 作り、 他 の支 援 者 の 意 見 が 介 入 できない 場 面もあるため支 援に

ば ら つ き が で て し ま い ま す。

　 実 際 に 経 験 し ま し た が、 自 閉 症 の 方 は 人 に 対 し て 強 い 依 存 傾 向 が あ る 方 も  

いらっしゃるので、支援者を固定せず、できるだけ何人かの支援者で支援を行うようにし、

共 依 存 を 避 け た 方 が 良 い と 思 い ま す。

　そのためにも、ご利用者を客観的にアセスメント、評価できるシートはとても重要だと

思います。

　

　 自 閉 症 の 方 々 に 対 し て は 必 ず  

いつ・どこで・何を・どのようなやり方で・どうなったら終わりなのか・� �
終わったら次に何があるのか　 を 繰 り 返 し 考 え て い き、 こ の 情 報 を 個 別 化 し て  

情 報 提 示 し て い く こ と の 大 切 さ と 難 し さ を 感 じ て い ま す。

　

　 宍 原 荘 の 支 援 を 少 し ご 紹 介 さ せ て い た だ き ま し た が、４ 年 前 の 宍 原 荘 と 比 べ る と、 

は っ き り 言 え ま す が、 支 援 の 状 況 ・ 環 境 は 激 変 し て い ま す。

　 い ま 現 場 で は 支 援 に 対 し て 毎 日 話 し 合 い な が ら 支 援 の 組 み 立 て を し て い ま す。   

協 議 す る 内 容 は 水 野 先 生 か ら 学 ん だ こ と が ベ ー ス に な っ て い る た め、 考 え 方 が 統 一

さ れ て い ま す。

　

　とても支援しやすい環境です。
 （宍 原 荘 　 職 員 の 声）
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　 コンサルタント　水野�敦之�氏より

＜ コ ン サ ル タ ン ト か ら 助 言 を 受 け、 宍 原 荘 で 作 成 し た 自 立 課 題 の 一 部 ＞

　コンサルテーションを続けてきて感じる宍原荘さんの強みは、まじめ

さとポジティブさのように感じます。一貫した利用者の支援を目指す宍

原荘さんは、コンサルテーションに入る前からも様々な研修で見よう見

まねで構造化の実践をされていました。やれることはやるという視点で

必要だったのは基本でした。どんなに構造化をしても基本がぶれるとう

まくいきません。コンサルテーションを通して基本と実践を繰り返すこ

とで普段の支援が変わってきます。宍原荘さんの強みに基本が加わるこ

とで利用者に良い影響（効果）をあたえ、そして関係のある支援者に良

い影響を与えていると思います。

　今後は、宍原荘さんが静岡市の様々な施設にとって「基本に基づく実

践を学ぶモデル」であることも意識し、１つ１つのケースの取組を大切

にしてほしいと思います。　

➡  数字が書かれている
瓶に同じ数字のボー
ルを入れる課題

➡  半分にカットされた
野菜・果物の絵の
カードを洗濯ばさみで
つなぎ合わせる課題

⬅  写真見本と同じピッ
クを箱に入れる課題

⬅  台紙に印刷された色
に合わせて、洗濯ば
さみをつける課題
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　 わらしな学園のご紹介

　 わ ら し な 学 園 は、 ２ 棟 に 分 か れ て い る 建

物 の 構 造 を 生 か し、 年 齢 や 性 別 で は な く、

適 性 に 応 じ た 支 援 な ど 共 通 す る ニ ー ズ に 基

づ き 暮 ら す 場 所 を 区 別 す る こ と で 効 率 よ く

支 援 で き る よ う に し て い ま す。

　 日 中 活 動 と し て は 広 々 と し た 作 業 棟 と、

天 井 が 高 く 窓 の 多 い 開 放 感 が あ る プ レ イ

ル ー ム を 利 用 し て、 作 業 訓 練 や 美 術 ・ 音 楽 な ど の 創 作 活 動 の 場 を 提 供 し て い ま す。

ま た、 体 力 づ く り を 兼 ね て、 同 施 設 が 立 地 す る 中 山 間 地 の 自 然 豊 か な 静 か な 環 境 の

中 を 散 策 す る こ と も、 利 用 者 の 皆 様 の 楽 し み の 一 つ で す。 そ の ほ か、 施 設 を 会 場 に

し て 行 う 盆 踊 り や 運 動 会 は、 地 域 の 方 と の 大 切 な ふ れ あ い の 場 と な っ て い ま す。 こ

の よ う に わ ら し な 学 園 で は 利 用 者 目 線 に 立 ち、 個 人 個 人 の ペ ー ス を 尊 重 し た 支 援 に

心 掛 け て い ま す。

　 わらしな学園　施設長より

　 静 岡 市 厚 生 事 業 協 会 は、 平 成 30 年 度 よ り 本 事 業 に 参 加 さ せ て い た だ き、 こ の 間、

水 野 先 生 に は 数 知 れ な い ご 助 言 を 賜 り ま し た こ と を 厚 く 感 謝 申 し 上 げ ま す。

　 わらしな 学 園は、 長く静 岡 市 の 指 定 管 理 施 設として 運 営してまいりました。 近 年 は

特に 行 動 障 が いの 強 い 方 のセーフティーネットの 役 割 を 担っておりますが、 従 来 の 療

育 指 導 の 枠 に は ま ら な い 特 異 な 行 動 特 性 を 示 す 利 用 者 に 対 し て、 有 効 な 支 援 方 法 が

わ か ら ず 試 行 錯 誤 を 続 け て お り ま す。 そ の よ う な 時 に 静 岡 市 担 当 課 か ら の 「 強 度 行

動 障 が い 者 支 援 施 設 等 サ ポ ート事 業」 へのお 誘 いは、 願ってもない チャンスでした。

　 そ し て ３ 年 経 ち、 新 館 の 利 用 者 へ の 支 援 と し て 始 ま っ た サ ポ ー ト 事 業 か ら 得 た 新

た な 取 組 は、 現 在 本 館 利 用 者 に も 広 が り、 確 か な 手 ご た え を 感 じ 始 め て お り ま す。

例 え ば、 こ れ ま で 栄 養 士 が 頭 を 痛 め て い た 食 器 の 破 損 が 今 で は め っ き り 減 る な ど そ

の 効 果 は 確 か なものとなってきております。 食 器 の 破 損 など は 小さなことで あります

が、 このような 小さなことでも 彼らの自立 を 妨 げ る一 因 で あることは 明らか で す。 彼

らが 未 来 に つな が る 大きな 一 歩 を 踏 み 出したことに 施 設 長として 大 変 喜 ん で います。

　 結 び に、 本 事 業 に 関 わ る 機 会 を 与 え て く だ さ い ま し た 静 岡 市 そ し て 懇 切 丁 寧 に ご

指 導 い た だ き ま し た 水 野 先 生 に は 深 く 感 謝 申 し 上 げ ま す。 今 後 に お き ま し て も、 利

用 者 の 自 立 と 生 活 の 質 の 向 上 を 目 指 し て 皆 様 と 共 に 手 を 携 え て 歩 ん で い け れ ば 幸 甚

で す。

　 施 設 長 　 糟 谷 幸 伸

② わらしな学園（社会福祉法人 静岡市厚生事業協会）
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　 ３年間の取組を振り返って

　 わ ら し な 学 園 で は 近 年、 激 し い 行 動 障 が い を 伴 う 自 閉 症 の 方 の 入 所 が 増 え、 当 初

は、 自 傷 や 他 害、 器 物 の 破 壊 な ど の 問 題 行 動 を 目 の 当 た り に し、 支 援 員 は ど の よ う

に 対 応 す べ き か わ か ら ず 試 行 錯 誤 し て い ま し た。

　 自 閉 症 支 援 に つ い て は、か ね て よ り Ｓ Ｐ Ｅ Ｌ Ｌ （構 造 化、積 極 ア プ ロ ー チ､ 共 感、

低 刺 激、 連 携 を 意 味 す る 英 語 頭 文 字） の 方 法 論 を 学 ん で い ま し た が、 総 論 的 に は 理

解 で き て も 具 体 的 に は ど の よ う な こ と を 行 っ て い い の か わ か ら ず 悩 ん で い ま し た。

ち ょ う ど そ の よ う な 時 期 に 静 岡 市 か ら 「サ ポ ー ト 事 業」 へ の 参 加 の お 誘 い を い た だ

き ま し た。

　 こ の 事 業 の 講 師 で あ る 水 野 先 生 の 構 造 化 理 論 で あ る「フレームワークを活用した
自閉症支援」は、 私 た ち に と っ て 耳 新 し い 言 葉 で し た が、 こ れ が 自 閉 症 支 援 へ の ア

プ ロ ー チ の カ ギ で あ ろ う と い う こ と で、 ま ず は プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム に よ る 試 行 か ら

始 め ま し た。 平 成 30 年 の こ と で す。

　
サ ポ ー ト 事 業 ２ 年 目 　 対 象 者 Ｂ さ ん へ の 支 援 を 進 め て

　 結 果 が 出 る よ う に な っ た の は ２ 年 目 の 夏 に な っ て か ら で し た。

　 実践の取 組は、18 ページ以降の『Ｂさんの構 造化支援について』にまとめています。

　

　 私 た ち は Ｂ さ ん の 観 察 を 重 ね る こ と に よ り、 Ｂ さ ん が 他 害 や 破 壊 行 為 か ら パ

ニ ッ ク を 起 こ し て し ま う の は、先の見通しがわからない不安が原因なのだろうと

仮 説 を 立 て ま し た。 し か し 言 葉 で は な か な か 伝 わ ら な い の も 事 実 で す。 そ こ で 言

葉 に 代 わ る 何 か が 必 要 と 考 え ま し た。

　 さ ら に 観 察 を 続 け る と、 Ｂ さ ん が カ レ ン ダ ー に 興 味 が あ る こ と、 チ ラ シ を み て

ハ ン バ ー ガ ー を 欲 し が る こ と が わ か り、 こ れ ら も ヒ ン ト に な る の で は な い か と 考

え ま し た。

　 そ こ で、言葉に代わる「言語」として、写真やイラスト、図形等の視覚情報を
駆使したコミュニケーションをとることを 試 み ま し た。

　 具 体 的 に は 日 程 を 伝 え る た め の写真を使ったスケジュール表の作成、余分な刺
激で気が散らないようにするためのパーテーション設置、自らやりたい余暇活動
を選択できるチョイスボードの工夫、落ち着いて外出を楽しむための行程表の作
成な ど で す。

　

　 こ の 方 法 に 手 ご た え を 感 じ た 私 た ち は、 安 全 面 か ら、 自 室 で し か 食 事 が と れ な

かったＢさんを食 堂に 誘ってみました。これについても綿 密なスケジュー ル 設 計と、

念 の た め 必 要 最 小 限 の パ ー テ ー シ ョ ン に よ る 刺 激 遮 断 を 伴 い な が ら の 試 み で す。

するとＢさんは、 私 たちの 不 安 をよそにゆっくりとお 食 事 を 楽しみ、 な んと食 べ 終

わった食 器までも実に 丁 寧に 食 器 を洗うシンクに 入 れ てくれ るで はないで すか。か

つて バン バンと食 器 を叩き壊しては 泣き暴 れ ていた姿 はもうどこにもありませ ん。
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　 こ の よ う に、 水 野 先 生 が 教 え て く だ さ っ た『「フレームワークを活用した自閉症
支援」＝「いつ」「どこで」「何を」「どのようなやり方で」「どうなったら終わりな
のか」「終わったら次に何があるのか」という情報を、利用者の特性にあわせ、整
理して伝える方法』が 障 が い 者 支 援 に と っ て 非 常 に 有 効 な 手 段 で あ る こ と を、 私 た

ち は 具 体 的 な 事 例 を 通 し て 実 感 し て い ま す。

　 今 後、 こ の 実 践 に よ っ て 得 ら れ た 成 果 を、 他 の 利 用 者 の 皆 様 の 支 援 に 活 か し、 さ

ら な る 障 が い 者 支 援 の 向 上 を 目 指 し て ま い り ま す。

　

　 結 び に、 私 た ち を 懇 切 丁 寧 に 教 え 導 い て く れ た 水 野 先 生 を 始 め、 学 習 の 機 会 や 会

場 手 配 な ど の 取 り 計 ら い を し て い た だ い た 静 岡 市 の 担 当 者 様、 誠 に あ り が と う ご ざ

い ま し た。

　

　
《 サポート事業の様子 》
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　 Ｂさん（20代男性��自閉症��強度行動障がい）の構造化支援について

　Ｂさんの支援について、実際に構造化支援で作成し、使用したツールの一部を紹介します。

　

スケジュールボード

　活動の見通しを視覚的に提示します。Ｂさんは

写真の理解ができるため、写真カードを使い、確

認し、活動を実施した後、裏返す形式を取ってい

ます。

1対１エリア

　支援員と１対１で、アセスメントや新しい課題を

実施する場所として設定しています。

自立エリア

　支援員と１対１で課題などを実施し、できるよう

になったら、一人で自立して作業などを行う場所と

して設定しています。

チョイスボード（余暇）

　スケジュールの中に余暇の選択カード（星

形）を入れ、チョイスボードで自分の好きな

余暇活動を選びます。「やりたくない」を示す

×カードもあり、コミュニケーションツール

として使用しています。最初は四角いカード

を使っていましたが、Ｂさんがスケジュールボードの写真カードと区別がつかなく混

乱してしまったことがあり、○型に再構造化したところ、混乱がなくなりました。
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※６  ワークシステム 取り組む一連の課題を視覚化し、示したもの。

※７  記号のマッチング マッチングは、その情報を元に同じものだと判断できること。Ｂさんは、記号の見分けがつき、
同じ記号のものを探すことができるため、ワークシステムに「記号」を使用している。

※８  ベルクロ 面ファスナーの一種。布に特殊な加工をし、面的に脱着可能なファスナー。よく知られる商標として、マジック
テープがある。

※９  カットアウト 台紙にカードの形に切り込みを入れ、型はめパズルのようにぴったりはまるようにしたもの。

※10  一体型 材料や道具をその都度配置しなくてもいいよう、台紙やプレートに貼り付けた状態。この課題では、写真見本、
ビーズ入れ、ビーズをはめる型を白いプレートに固定している。

ワークシステム�※６　

　一つの場所でいくつかの作業を行う際に使用しています。
Ｂさんは記号のマッチング※７ができるため、ホワイトボー
ドの記号（自立エリアの正面に設置）を見て、同じ記号の引
き出しから自立課題を自分で出し作業をする形式を取ってい
ます。

自立課題　動物絵合わせ

　動物の絵を並べて完成させ
る課題です。

①  一体型にし、視覚的に整
理しています。置くカー
ドにベルクロ※８と枠線
をつけましたが、本人の中でカードの位置が定まらず、不穏になることが多く
見られました。

②  再構造化し、本人が置くカードの場所はカットアウト※９にし、位置がずれない
ようにしたところ、この作業中の不穏は見られなくなりました。

　また、絵を交替できるように、元のカードにはベルクロをつけ、パターンを変えられ
るようにも改善してあります。

① ②

自立課題　ビーズ並べ

　写真見本のとおりにビーズを
並べる課題です。

①  Ｂさんは写真見本で作業
自体はできたのですが、
ビーズの数が多すぎたこ
と、小さく掴みにくく落としやすいことから不穏になることが見られました。

②  再構造化し、視覚の整理のためプレートに一体型※ 10 にし、ビーズを掴みやすく
転がらないようにしたところ、不穏な状態がなくなりました。

① ②
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ウォーキングツール

　Ｂさんはウォーキングが好きな様子なのですが、途中で不

穏になってしまうことも多く見られました。あと何週歩くの

か終わりが見えないことで不安を感じていると考え、園庭を

一周回ったら、ピンポン玉を箱に入れていくツールを作り、

ピンポン玉が無くなったら終わりとし、あとどれ位回るのかの先の見通しと終わりをわ

かりやすくすることで、以前よりもウォーキングがスムーズにできるようになりました。

空き缶作業

　他利用者と作業をしていく中で不穏な様子が見

られたため、皆が作業する場所の中で、Ｂさんの

作業場所を自立エリアにしました。また、作業工

程を写真見本で示し、左の四角いボックスに入っ

ている缶を潰し、右のカゴに入れる工程として、

作業の終わりをわかりやすくしたところ、スムーズに作業ができるようになりました。

外出時のスケジュールボード

　Ｂさんはハンバーガーが好きで、支援員とお店に外出する機会が

増えてきたのですが、お店に着くまでの間に不穏になることが見ら

れていました。そのため、道中の目立つ建物などの写真を行程表にし、

その場所が見えたらカードを裏返す形にし、ゴールのお店までの行

程がわかるように設定したところ、不安が少なくなったようで不穏

も少なくなりました。

自立課題　ストロー挿し

　同じストローを穴に入れる課題です。

①  一体型にしましたが、ストローが入れやすいよ
うに、挿すケースを取り外し式にしたところ、
ケースが外れることが逆に気になり不穏になる
ことが多く、またストライプのストローでの
マッチングが難しかったようで、作業自体がう
まくいかない状態でした。

②  再構造化し、ケースを固定し、ストローの色を
わかりやすくしたところ、不穏にならず作業が
できるようになりました。

①

②
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　 コンサルタント　水野�敦之�氏より

　こんなことを言うのは適切ではないかもしれませんが、最初わらしな

学園さんにコンサルテーションに入った際、強度行動障がいの厳しい状

況を見て、何から始めていけばいいのか呆然としてしまいました。

　しかし、わらしな学園さんの良いところは、こちらが提示した課題に

真摯に取り組むことでした。コンサルテーションの時に毎回、こちらが

スーパーバイズをすると休憩時間にはすでに現場でどうするかのディス

カッションをされるのです。今回の実践資料を見てもコンサルテーショ

ンを通してアセスメントを細かく丁寧にされ、うまくいかない部分が

あっても調整しながら進めることで、小さな成功体験を支援者も利用者

も積み重ねてこられました。

　今後も、すごく見栄えの良いアイデアや大きな変化を求めるのでは

なく、１つ１つを丁寧に実践されるといいかなと思います。
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通所施設サポートの取組

（社会福祉法人 静岡手をつなぐ育成の会）   23

（特定非営利活動法人 POPOLO）   28

（特定非営利活動法人 もえり）   31

（特定非営利活動法人 たからじま）   33

① ラポールみなみ

② あすたす

③ もえり清水

④ やんちゃりか
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　 事業所の基本情報

　

　 対象者（Ｃさん）の基本情報

　

通所施設サポートについて
サ ポ ー ト 利 用 期 間

サ ポ ー ト を 受 け よ う と 思 っ た き っ か け

　 Ｃ さ ん の 行 動 に よ り、 他 の 利 用 者 も 不 安 定 に な っ て 連 鎖 反 応 を 起 こ し て し ま う

こ と や、 事 故 に つ な が っ て し ま う こ と が 多 く な っ て お り、 そ の こ と に 対 す る 効 果

的 な 支 援 方 法 が な か な か 見 つ か ら な い 状 況 で し た。 日 中 に 事 業 所 で Ｃ さ ん が 気 持

ち を 安 定 さ せ て 過 ご し て い く た め の 支 援 方 法 を 検 討 す る た め の 助 言 を 受 け た く、

サ ポ ー ト 事 業 の 申 請 を 行 い ま し た。

サ ポ ー ト の 経 過

　 基 本 的 に は 日 々 の 記 録 を と り な が ら、 そ の 問 題 行 動 が 起 き る 要 因 を 分 析 し て 支

援 方 法 を 考 え て 進 め て い き ま し た。問題行動が起きるときの機能と し て は 主 に、

①要求行動、②回避行動、③注目行動、④自己刺激の４つの機能に 分 類 さ れ る こ

と が 多 い の で、 ど の 機 能 に よ っ て 起 き て い る も の な の か、 ま た 時 間 帯 や そ の 前 後

に あ っ た こ と な ど を 通 し て、その行動が起きる要因や条件になっているものが何
か考えていきました。 ま た、 安 定 剤 の 定 期 的 な 服 薬 を 始 め、 興 奮 時 に 処 方 す る 薬

を 事 業 所 で 預 か っ て い た と き に は 服 薬 と 行 動 の 関 連 性 も 記 録 し て い き ま し た。

① ラポールみなみ（社会福祉法人 静岡手をつなぐ育成の会）

事 業 形 態	 	 就労継続支援Ｂ型 定 　 　 員	 	 20人

性 　 　 別	 	 男性 年 　 　 齢	 	 20代前半

月の契約日数	 23日 月の利用日数	 23日

事業所の利用年数（サポート事業利用開始日時点）	 2年

課題となっていた行動	

　日頃から周りのいろいろなものに興味を持って突発的な行動を起こすことがよく

ありました。衝動的に相手に向かってツバ吐きを行う、事業所の備品を投げつけて

破壊する、突然大声を出して興奮状態になった際に他害行動（周りの人をつねったり、

噛みつくなど）や、周りの物を投げつける行動を起こしてしまうといったことがエ

スカレートするようになっていました。

１ 年 ６ か 月 （令 和 元 年 ７ 月 ３ 日 ～ 令 和 ２ 年 12 月 末）
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支援環境の改善

　 移 転 前 の 事 業 所 で Ｃ さ ん が 好 ん で 座 っ て い た 席 は 全

体が見渡せる場所にあり、刺激を受けやすく、また求め

て い き や す い 環 境 で し た。 現 在 の 事 業 所 に 移 転 す る 際

に、壁向きで刺激の少ない席を設定し、刺激しやすい利

用者とは部屋を分けるなど構造化を図り、落ち着いて過

ごせる環境を作っていくように検討していきました。

出勤時間の調整

　日中に大声や他害等の行動を起こした際、 早退の対応をとることにより最後まで居ら

れないことが頻繁に続いたため、 アドバイザーから「早く帰るために行動を起こしてい

た面も考えられるので、 終わりの時間まで居られる経験を積み直していくことを重視し

た方が良い」 と助言を受けました。 そのため、出勤時間を短くして最後まで居られる成

功体験を積み上げることとしました。最初は終了30分前の15時半の出勤から始めて、徐々

に時間を伸ばし、正午過ぎから出勤し、昼食を食べるところから始めるようになりました。

コミュニケーションツール、スケジュール

　 問 題 行 動 を 起 こ し て し ま う 背 景 に は、①自分の気持ちや要求を

上手に伝えられる手段を持っていないこと、②自分のやることや

スケジュールの見通しが持てていないことが 考 え ら れ ま し た。 そ

の た め、 問 題 行 動 を 起 こ す 前 に 自 分 の 意 思 を 伝 え ら れ る よ う 気 持

ち に 関 す る カ ー ド や、 見 通 し を 持 っ て 過 ご す た め に １ 日 の ス ケ

ジュールを用意する取組も行いました。

　作業についても決まった作業を行ってもらう

方が見通しを持って取り組めるのではないかと

考えられたため、 Ｃさんが比較的落ち着いて取

り組めていた一貫張り作業を固定して取り組ん

で も ら う よ う に し ま し た。 １ 回 の 作 業 で 貼 る 枚 数 を 決 め て

台 紙 に 置 く よ う に し て、 作 業 が 終 わ っ た ら 報 告 し て 休 憩 す

る 流 れ を 設 定 し、 自 分 か ら 取 り 組 ん で も ら う よ う に し て い

きました。

作業や休憩時の過ごし方の選択

　いくつか選択肢を提示して自分が選んだ作業をしてもらうよ

うにしていくことや休憩時間についてもどのように過ごすか選

択してもらうなど、Ｃさんが自分で選択して考えていくための

働きかけなどに取り組みました。

⬆  移転後の事業所での座席。壁向きにし、 
刺激を統制。

⬆ 気持ちに関するカード

 ⬆ スケジュール

 ⬆  一貫張り作業

⬆   休憩時間の活動の例
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サ ポ ー ト を 受 け て 変 化 し た こ と

〈Ｃさんや他の利用者〉

　 当 初 は Ｃ さ ん の 行 動 に よ り、 刺 激 を 受 け や す い 他 の 利 用 者 の 方 が 連 鎖 的 に 不
安 定 に な っ て し ま う こ と が 多 く あ り ま し た。 構 造 化 を 図 り、 利 用 者 同 士 が 刺 激
を 受 け る こ と が 少 な い 環 境 作 り や、 Ｃ さ ん に 対 す る 職 員 の 付 き 添 い の 徹 底、24
ペ ー ジ の 取 組 な ど に 努 め て い く 中 で、連鎖反応を起こすことが少なくなり、お
互いに落ち着いて過ごせるようになりました。

〈スタッフ〉
　 サ ポ ー ト 事 業 を 受 け な が ら、 職 員 会 議 な ど で 検 討 を 重 ね て い く 中 で、

①  行 動 に つ な が っ て し ま う 要 因 な ど の 検 討
② そ の 要 因 を 取 り 除 い て 落 ち 着 い て 過 ご せ る た め の 環 境 作 り ( 職 員 の 付 き 添

い 体 制 な ど も 含 め て )
③  ② を 行 っ て い く た め の 職 員 の 体 制 作 り （ 丁 度 こ の 時 期 に 職 員 体 制 の 増 加

を 図 る こ と も で き た こ と も あ り ま し た）
④  利 用 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 成 立 さ せ て い く た め の 取 組

な ど を 通 し て 職 員 同 士 の 連 携 を 図 っ て い け る よ う に な り ま し た。

サ ポ ー ト を 受 け て み て

　 現 時 点 で 根 本 的 な 解 決 は ま だ ま だ 難 し く、 新 し い 課 題 が 出 て く る こ と も 多 い 状
況 で す が、 こ の サ ポ ー ト 事 業 を 通 し て、記録などを行っていく中で問題行動の起
きる要因を分析して、そのことに対する支援方法を考えて進めていくことがとて
も大切なことだと感じられました。 そ し て、 ア ド バ イ ザ ー の 助 言 を も と に、 構 造
化 を 含 め て 落 ち 着 い て 過 ご せ る 環 境 作 り の た め に 必 要 な 支 援 に つ い て 検 討 を 重 ね
て い く 中 で、事業所の利用者全体の安定に少しずつ繋げられています。 新 し い 課
題 が 出 て き た と き も 同 様 に 職 員 間 で 検 討 を 行 っ て 改 善 に 向 け た 取 組 を し て い け る
よ う 努 め て い き た い と 思 い ま す。

　 アドバイザーより
　
　最初の相談時から課題となっていた行動が変化してきていましたが、記録を取ってもらい
ながら、進めていきました。また、課題となる行動についての捉え方や、コミュニケーショ
ンを増やしていく事の説明なども、訪問時に話し合いました。

　噛みつきなどによる他害行動は、職員さん達を疲弊させるため、まず何とか減らせるよう
にと考え、家庭との連携（自宅での様子の聞き取り、服薬などの協力や理解など）もお願いし、
来所時間の変更など柔軟に対応してもらいました。（ちょうど訪問時に、激しい他害行為のあっ
た際に立ち会えた事と、ご家族にも直接お話しできたことも結果的には良かったと思います）

　現在は、服薬との関係は未確認ですが、他害行為については減少、事業所での作業量は一
定になっています。

　今後は支援方法を次の段階へ移行するタイミングを見ながら、事業所の日課や集団活動に
少しずつ参加していけるようになっていけると思います。　
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⬇ ツ バ 吐 き 、物 の 破 壊 、噛 み つ き な ど の 行 動 の 状 況 、時 間 帯 に つ い て 記 録 。

⬇ ツ バ 吐 き 、物 の 破 壊 、噛 み つ き な ど の 行 動 の き っ か け や 条 件 、そ の 行 動 に よ る 結 果 を 記 録 。
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　 事業所の基本情報
　

　 対象者（Ｄさん）の基本情報

　 通所施設サポートについて
サ ポ ー ト 利 用 期 間

サ ポ ー ト を 受 け よ う と 思 っ た き っ か け

　 障 が い を 持 つ 人 へ の 偏 見 を 無 く し た く、 一 人 ひ と り と 向 き 合 い 適 切 に 支 援 し、
そ の 人 に と っ て 当 た り 前 の 日 常 生 活 を 守 っ て い く た め に は ど う し た ら よ い の か と
い う 思 い が、 ス タ ッ フ の 共 通 点 で あ っ た た め で す。

サ ポ ー ト の 経 過

　 サ ポ ー ト 事 業 開 始 第 １ 回 目 会 議 で、 Ｄ さ ん の 課 題 （問 題） と な っ て い る 行 動 特
性 に つ い て 情 報 共 有 を 行 い ま し た。
　 協 議 の 結 果、 Ｄ さ ん は 先 の 見 通 し が 立 た ず、 初 期 段 階 で は 複 数 人 で 作 業 を す る
と 不 安 に な る た め、①複数の指示を出さない、②十分な作業スペースを確保する、
③施設側で作業量を調整し、一人でもできる作業や活動を増やすと い っ た 対 応 を
行 う こ と と し ま し た。
　 全 体 指 示 後 に Ｄ さ ん の 動 き が 止 ま っ て し ま っ た と き に は、 個 別 に 言 語 指 示 を 行
う 方 針 を 取 り ま し た。 ま た、 衝 動 的 な 行 動 が 予 想 さ れ る た め、①禁止や強い指示
を出さない、②必ず支援員から指摘を行う、③課題（問題）行動後の指導はご本
人の安定後に行うこ と と し ま し た。
　 ア ド バ イ ザ ー か ら は、支援員全員で情報共有を行い、上記のルール・対応を統
一するこ と に よ っ て 支 援 体 制 を 構 築 し て い く こ と を 助 言 し て い た だ き ま し た。
　 そ の 後、 約 １ ヶ 月 間 の 様 子 を 踏 ま え、 サ ポ ー ト 事 業 は 終 了 し、 今 後 必 要 に 応 じ
て 相 談 を す る 方 針 と な り ま し た。

② あすたす（特定非営利活動法人 ＰＯＰＯＬＯ）

事 業 形 態	 就労移行支援
	 就労継続支援Ｂ型

定 　 　 員	 	 20人

性 　 　 別	 	 男性 年 　 　 齢	 	 20代前半

月の契約日数	 23日 月の利用日数	 23日

事業所の利用年数（サポート事業利用開始日時点）	 ０年（１か月）

課題となっていた行動	

・衝動的な感情を抑えることができず、他者へ攻撃的に振舞ってしまいます。

・相手や状況に合わせた行動が苦手です。

・物事の優先順位が分かりません。

１ か 月 （令 和 元 年 10 月 2 日 ～ 令 和 元 年 10 月 28 日）
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サ ポ ー ト を 受 け て 変 化 し た こ と

〈Ｄさん〉

・ Ｄ さ ん の 特 性 に 応 じ た 対 応 を 行 う こ と で 不 安 が

減 り、 安 定 し た 日 中 活 動 を 行 い、 生 活 リ ズ ム の

安 定 を 図 る こ と が 出 来 ま し た。

・ 自分がこれから何をするのか、事前に分かりや
すく伝えることで、不安感が減り、 同 様 の 手 順

を 積 み 重 ね る こ と で別の場面でも落ち着いて過
ごすことが出来るようになりました。

〈スタッフ〉

・ サ ポ ート事 業 を 通し、Ｄさんだけではなく
他の通所している利用者様にも応用可能
な助言もあり、支援能力が向上しました。

・ 利 用 者 様 の た め に、 支 援 方 法 に つ い て 考

え 続 け ること、 思 い 続 け ること、 これ で い

い の か、 他 に 方 法 はない の か、 と、 これ か

らもず っと試 行 錯 誤しな が ら 考 え 続 け てい

きたいと改 めて 思うようになりました。

サ ポ ー ト を 受 け て み て

　 強 度 行 動 障 が い 者 と い う 特 別 な 支 援 が 必 要 な 方 に

対 し、 個 別 に ど の よ う な 支 援 が 必 要 な の か 助 言 を い

た だ け た こ と が 支 援 を 行 う 中 で 大 き か っ た と 感 じ て

い ま す。

　 サ ポ ー ト 事 業 が な い と 支 援 者 か ら 見 て 理 解 が 及 ば

な い 対 象 者 の 行 動 に 戸 惑 い、 疲 れ、 孤 立 し て し ま い

ま す。

　 サ ポ ー ト 事 業 が あ る お か げ で、理解しづらい行動
も本人が思いを伝えることが困難なときや不安、コ
ミュニケーションのすれ違いから生じているのだと
支援者の理解も進みました。支援方針も常に観察と
記録を行うこ と で、ち ょ っ と し た 変 化 に 気 付 く こ と が で き、ご本人により寄り添っ
た、長所を引き出すことができるプランを作成することが出来ました。

　 支 援 者 側 の 立 場 と し て は、 つ い 言 い 訳 を し て 理 由 付 け を し て し ま う よ う な 事 例

が た く さ ん あ り ま す が、 日 々 「考 え 続 け る」 と い う こ と を 頭 に 置 き、 よ り 適 切 に

支 援 す る た め の 努 力 を 続 け て い く こ と を 大 切 に し て い き た い と 思 い ま す。

 ⬆ 飲料の納品作業をしているＤさん

⬆  レクリエーションで調理を 
しているＤさん

 ⬆ 初詣をしているＤさん
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　 アドバイザーより

　通所事業所を新しく利用するタイミングで関わるようになりました。

　Ｄさんの特性、得意なこと、苦手なこと、支援方法などを利用する前にお伝えす
るところから始めました。

　利用が始まってからは、課題となっている行動や対応に困っていることを確認し、
支援の修正などを行いました。

　Ｄさんが事業所を利用する前から関わることができ、情報の共有ができた事でス
ムーズに利用することができました。

 ⬇ 調理実習後、お食事をしている利用者様の様子
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　 事業所の基本情報
　

　 対象者（Ｅさん）の基本情報

　

通所施設サポートについて
サ ポ ー ト 利 用 期 間

サ ポ ー ト を 受 け よ う と 思 っ た き っ か け

　 保 護 者 の 方 か ら Ｅ さ ん の 自 宅 で の 様 子 を お 聞 き し、 何 か 良 い サ ポ ー ト が で き な

い か と 考 え た か ら で す。 ま た、 保 護 者 の 方 か ら も 自 宅 の 様 子 も 含 め て ア ド バ イ ス

を い た だ き た い 旨 の お 申 し 出 が あ り ま し た。

サ ポ ー ト の 経 過

　 ま ず、 ア ド バ イ ザ ー に は、 Ｅ さ ん の 通 っ て い る 他 事 業 所 で Ｅ さ ん の 普 段 の 様 子

を 見 て い た だ き ま し た。 次 に、 ご 家 族 の 同 意 を 得 て、 ご 自 宅 で の 生 活 の 様 子 を 見

て い た だ き、 生 活 の 動 線 や 家 庭 で の 様 子 を 確 認 い た だ き ま し た。（ 当 事 業 所 に お

い て は、 日 程 が 合 わ ず 訪 問 で き な か っ た た め、 聞 き 取 り を し て い た だ き ま し た）

　 ア ド バ イ ザ ー か ら は、 ① 家 庭 に お い て 保 護 者 の 方 に よ る Ｅ さ ん の 行 動 へ の 介 入

が 多 す ぎ る の で は な い か、 ② 介 入 せ ざ る を 得 な い 動 線 と な っ て い る の で は な い か

と ご 指 摘 い た だ き ま し た。

　 そ の 対 応 と し て、Ｅさんにわかりやすい要点のみを示したスケジュール表作成
と、登校前・帰宅後の行動が明確になるようご自宅の動線の工夫を し ま し た。 ス

ケ ジ ュ ー ル に 関 し て は、 着 替 え ・ 朝 食 ・ 学 校 ・ 放 デ イ ・ 帰 宅 な ど、 余 計 な 要 素 の

な い も の に し て い た だ き ま し た。

　 当 事 業 所 に お い て も、来所後の行動について、簡単で明確なスケジュールを作
成し提示し ま し た。 そ れ で も、 Ｅ さ ん か ら 確 認 行 動 が あ っ た 場 合 は、 ス ケ ジ ュ ー

③ もえり清水（特定非営利活動法人 もえり）

事 業 形 態	 	 放課後等デイサービス 定 　 　 員	 	 10人

性 　 　 別	 	 男性 年 　 　 齢	 	 特別支援学校	高等部

月の契約日数	 ８日 月の利用日数	 ８日

事業所の利用年数（サポート事業利用開始日時点）	 ７年

課題となっていた行動	

　自宅でも事業所でも、一つ一つの行動に対して確認行動があります。自宅では保

護者が確認行動に対し対応しないと、他害行動につながることもあります。当事業

所においては、着替え・トイレ等の日常生活の行動をはじめ、当事業所で行う個々

の活動においても、同様に確認行動が多くみられていました。

３ か 月 （平 成 30 年 11 月 19 日 ～ 平 成 31 年 ２ 月 18 日）
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ル 表 を 指 差 し し、 Ｅ さ ん に 行 動 し て い た だ け る よ う 促 し ま し た。 な る べ く 言 語 の

や り 取 り を 少 な く す る こ と で、 ス ケ ジ ュ ー ル が 理 解 し や す く な る の で は な い か と

ア ド バ イ ス い た だ い た の で ス タ ッ フ も 言 語 支 援 を 控 え る よ う に し ま し た。

　 他の事業所では、ご家庭と同じでスタッフの介入が多く見られるため、自ら行動し
ていただけるよう当事業所と同じようにスケジュール表を作成していただきました。

サ ポ ー ト を 受 け て 変 化 し た こ と

〈Ｅさん〉
　簡単なスケジュールにしたこと、動線を明確にしたことにより、 朝 の 支 度 や

帰 宅 後 の行動がスムーズになり、確認行動が少なくなってきました。 当 事 業 所

に お い て も、 同 じ く確認行動は軽減され、スタッフの指示も入りやすくなり行
動がスムーズになりました。

〈スタッフ〉
　 ス ケ ジ ュ ー ル 表 は な る べ く 保 護 者 が 作 成 し た も の に 近 い も の に し ま し た。 ま

た、 言 語 に よ る 支 援 と 視 覚 支 援 な ど 同 時 に 支 援 す る こ と は な る べ く 控 え て い ま

す が、 ま だ 同 時 に 支 援 し て し ま う こ と も あ り、 そ の 際、 Ｅ さ ん が 混 乱 し て い る

こ と を 再 確 認 し ま し た。

サ ポ ー ト を 受 け て み て

　 サ ポ ー ト 事 業 を 利 用 し、 当 事 業 所 に と っ て は、 Ｅ さ ん や 保 護 者 の 方 の 変 化 も 感

じ る こ と が で き ま し た し、スタッフの意識改革をさせていただけたことが大きな
収穫だ っ た と 感 じ て い ま す。

　 ま た、 事 業 所 内 で は 非 常 に 落 ち 着 い た 行 動 が で き て い て も、 家 庭 内 で 問 題 行 動

が あ る ケ ー ス も 多 い と 感 じ て い ま す。 今 後、 家 庭 支 援 に 関 し ま し て も ご 協 力 い た

だ け る と 助 か る 保 護 者 の 方 も い ら っ し ゃ る の で は な い か と 思 い ま す。

　 あ り が と う ご ざ い ま し た。

　 アドバイザーより
　
　放課後等デイサービス事業所２か所、居宅介護事業所（移動支援含む）１か所、学校、
家庭それぞれから話を伺ったり、様子を見させていただいたりしました。

　Ｅさんの特性から支援の方法を見直していただき、「一人でできる活動を増やす」「刺激
の多いかかわりを減らす」「ご本人がわかる方法でスケジュールを提示する」この３点を
主に取り組むようにしていただきました。また、自宅、事業所での動線を見直していただき、
シンプルにわかりやすくしていただきました。

　定期的に事業所に伺い、ご家庭での様子も確認し、修正が必要なところは修正するよう
にしていただきました。

　Ｅさんが自信をもって活動することができるようになり、課題となっている行動が少な
くなってきたように思います。

　家庭、事業所が統一した支援を行うことでＥさんの混乱も減っていったと思います。
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　 事業所の基本情報

　

　 対象者（Ｆさん）の基本情報

　

通所施設サポートについて
サ ポ ー ト 利 用 期 間

サ ポ ー ト を 受 け よ う と 思 っ た き っ か け

　 Ｆ さ ん の 受 け 入 れ の た め、 利 用 開 始 前 に、 以 前 利 用 し て い た 事 業 所、 今 回 か ら

利 用 す る 他 事 業 所 と の 事 前 の 話 し 合 い に 参 加 し、 情 報 共 有 を 行 い ま し た。 ま た、

利 用 開 始 後 も、 学 校 も 含 め た 関 係 機 関 の 情 報 共 有 を し な が ら、 数 か 月 過 ぎ ま し た

が、 当 事 業 所 が Ｆ さ ん に と っ て 安 心 し て 過 ご す 場 所 と な っ て い な い と 感 じ て い ま

し た。

　 対 応 し て い る 職 員 に 対 し て、 髪 の 匂 い を 嗅 い だ り、 腕 を 組 ん だ り す る 行 為 や 突

然 の 頭 突 き、 ア ー ム ロ ッ ク な ど の 他 害 が な く な ら ず、 職 員 は 疑 問 や 不 安 を 抱 え な

が ら も マ ン ツ ー マ ン の 対 応 を し て い ま し た。 Ｆ さ ん の 要 望 や 気 持 ち が わ か ら ず、

現 状 の 対 応、 支 援 で よ い の か 悩 ん で い ま し た。

④ やんちゃりか（特定非営利活動法人 たからじま）

事 業 形 態	 	 放課後等デイサービス 定 　 　 員	 	 10人

性 　 　 別	 	 男性 年 　 　 齢	 	 特別支援学校	高等部

月の契約日数	 ４日 月の利用日数	 ４日

事業所の利用年数（サポート事業利用開始日時点）	 ０年（７ヶ月）

課題となっていた行動	

　職員に対して、頭突き・アームロック・髪を引っ張る、他利用児を押すなどの行

為があり、大きな声を発して室内を走る行動を他利用児が怖がっていました。いつ

どんな行動をするのか予測がつかない状況下、トイレ、着替えの同行が必要なため

男性職員が主に対応していましたが、その職員への執着が見られました。

１ 年 ８ か 月 （平 成 29 年 １ 月 25 日 ～ 平 成 30 年 10 月 ３ 日）
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サ ポ ー ト の 経 過

① �他害の対象となる職員はご本人から見えない場所にいる
② �頭を嗅ぐ、叩く、蹴る等の体に触れる行為はさせないよう離れる  

を 徹 底 し ま し た。 当 初、 他 害 の 対 象 と な っ て い た 職 員 は、 他 利 用 児 と 外 に 遊 び に

行 く よ う に し、 Ｆ さ ん は 他 害 の 対 象 で な い 職 員 と １ 対 １ で 過 ご し、 イ ラ イ ラ が 始

ま っ た 際 は、他 害 が で き な い よ う に 職 員 は Ｆ さ ん か ら 距 離 を と る よ う に し ま し た。

ま た、

③ �できることは１人でやっていただき、不要な刺激を排除する（ 更 衣 室 で は

一 人 で 着 替 え る 等）

④ �理解している言語で端的に伝える（声 掛 け は 単 語 で 「指 さ し」 で 伝 え る 等）

⑤ �Ｆさんのクールダウンの場所を作ること
を 実 行 し ま し た。 Ｆ さ ん が イ ラ イ ラ し て き た と き、 自 分 か ら ク ー ル ダ ウ ン の 部 屋

に 行 く こ と が で き る よ う に、 普 段 か ら 決 ま っ た 場 所 に 誘 い、 そ こ で は 居 心 地 良 く

過 ご せ る よ う に 支 援 し ま し た。

サ ポ ー ト を 受 け て 変 化 し た こ と

〈Ｆさん〉
　 ①、 ② を 実 行 す る こ と で、 人 に 対 し て の 頭 突 き な ど の 行 為 は な く な り、 元 々

他 害 の 対 象 と な っ て い た 職 員 へ の 執 着 も な く な り ま し た。

　 ③、 ④ の 実 行 に よ り 着 替 え 中 分 か ら な く な る と 更 衣 室 の ド ア を 開 け、 次 に 何

を し た ら 良 い か を 教 え て ほ し い こ と を 伝 え て く る の で 指 差 し で 示 し て い ま す。

服 や ズ ボ ン を 前 後 ろ に 着 て し ま う こ と が あ り ま す が、 直 す こ と を 伝 え る と で き

る よ う に な り ま し た。

　 ⑤ ク ー ル ダ ウ ン が で き る 部 屋 は 事 業 所 に 都 合 の 良 い 場 所 が な く、 更 衣 室 に 誘

い ま し た が、 Ｆ さ ん が 自 分 で 決 め た 居 心 地 の い い 場 所 は、 み ん な が 座 る テ ー ブ

ル の 一 角 で し た。 そ の 場 所 で、 シ ー ル 貼 り、 色 分 け、 ビ ー ズ な ど 自 分 で 選 ん で

過 ご す 時 間 が 作 れ ま し た。 イ ラ イ ラ し た と き、 そ の 場 所 で テ ー ブ ル の 脚 を 蹴 っ

て イ ラ イ ラ し て い る こ と を ア ピ ー ル し ま す が、 我 慢 も で き そ の 場 で 落 ち 着 く こ

と が で き る よ う に な り ま し た。

〈スタッフ〉
　 逃 げ る こ と も 他 害 を 成 功 さ せ な い 支 援 の 1 つ だ と 言 う こ と を 知 り、 そ の 場 で

対 応 し な く て は い け な い と い う 思 い 込 み が な く な り、 視 野 が 広 が り、 支 援 に 前

向 き に な り ま し た。

サ ポ ー ト を 受 け て み て

　 支 援 者 が 肉 体 的 に も 精 神 的 に も 健 康 な 状 況 で 利 用 者 に 関 わ れ る 大 切 さ を 実 感 し

ま し た。 困 り 事 が あ る と ど う し て も そ こ だ け を 見 て し ま い ま す。 サ ポ ー ト 事 業 を

受 け、 自 分 た ち が 冷 静 に な り 客 観 的 に 観 察 で き る よ う に な れ ば、 解 決、 良 い 方 向

に 向 か え る と 思 い ま し た。
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　 アドバイザーより

　サポート事業でかかわる前から情報提供等でかかわりがありました。障がい特性、
得意なこと、苦手なこと、支援方法などをお伝えしてありました。ただ、実際に支
援している場面を見てもらったりしていなかったため、不十分だったと思います。
　サポート事業でかかわった時は、課題となっている行動（問題行動）、スタッフが
対応に困っている場面などを出していただき、考え方やどのように支援したらよい
か、実際に支援している様子を見てもらうようにしました。

　他害については、他害行動がでないように環境設定をしてもらうようにしました。
Ｆさんの場合、他害行動の機能は特定されていたため、機能の説明をしました。他
害行動が出てしまった場合、「力で抑え込まない」、「他害を成功させないように避け
る、離れる」などをしてもらうようにしました。

　コミュニケーションについて、言語でのやりとりが苦手でしたので、写真、カー
ド、タイマー、指差しなどを使い、端的に指示、何をしてほしいのか、はっきり示
すようにしてもらいました。私たちは、どうしても「説明して、理解してもらおう」
と思い、多くの「はなしことば」を使ってしまいます。「はなしことば」で理解する
事が難しい人にとってはメッセージをきちんと受け取ることができません。メッセー
ジを受け取ってもらうためには、ご本人がわかる「ことば」（カード、文字等）で伝
え、一度に伝えることができる「量」を知っている必要があります。
　切り替えの場面や活動を終わらせることができないなど課題が残ってしまったこ
ともありました。　
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コンサルテーションで見えてきた

強度行動障がい支援のまずはここ！

　  自閉症教育・支援コンサルタント　水
み ず

野
の

 敦
あ つ

之
し

　　 （入所施設サポート　コンサルタント）

　宍原荘、わらしな学園の２施設がサポート事業で

コンサルテーションを続けてきた中で、良い効果が

少しずつ増えてきています。

　「なぜ効果があがるのか？」という視点を紹介

します。
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氷山モデルの視点で整理する

　気になっている行動に対する介入でまずやるべきではないのは、その行動に対して

思いつきや勘で支援することです。もっと怖いことは気持ちや感情で支援することで

す。思いつき、勘、気持ち、感情での支援は、良い方向にいかないだけではなく、合

理的配慮から遠い支援になり、さらには虐待へのリスクが高まります。

　そうならない支援のためには、チームで共通のフレームワーク（考える枠組み）を
持つことが大切です。そこで出てくるのは氷山モデルの視点です。
　氷山モデルの視点は、自閉症の人、強度行動障がいになっている人の行動を氷山の

一角に置き換え、その行動に着目するのではなく水面下の要因に着目していくものです
（38ページ参照）。

　

　書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』※11では、瞬時にまたは計画的に、

その行動の背景になる要因である『本人の特性』や『環境要因』、『本人の気づき』な

どから困難さを補う支援と本人に合わせた環境調整を計画し実施し、さらに調整して

いくことを氷山モデルシート（39ページ参照）で進めることをおすすめしています。

　

　この事業でのコンサルテーションで

は、氷山モデルシートを活用して、上

記の要因を整理することをやっていた

だいています。書き出すことのメリッ

トは２つです。　

　１つは、考察、整理がしやすくなる

ことですが、もう１つ大きいのはイメー

ジしていない要因やその時点でない本

人の情報（例えば、本人が何によって

終わりを理解するか？）がわかること

です。

　書き出さない支援は、やはり思いつきで実施し、必要な情報のアセスメントをしな

いまま計画を立ててしまいます。

　氷山モデルシートを使えば、すぐに解決策が見えていくわけではありません。継続

的にシートを使ってアセスメント、計画と調整を続けていきます。

　

※11  書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』 水野敦之著／エンパワメント研究所
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※12  エコラリア 反響言語。他者が話した言語を繰り返して発声すること。

※13  ジョイントアテンション 共同注意。他者と同じものに注意を向け、情報を共有・伝達すること。

※14  セオリ・オブ・マインド 心の理論。前後の流れ、周囲の状況、言語、非言語コミュニケーションによって、相手の気
持ちを推測すること。
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個別化したコミュニケーションの計画

　多くの自傷や他害などの課題になっている行動は、受容コミュニケーションと表出

コミュニケーションの困難さが要因としてあげられます。※そうでないものもあります。

　周囲の状況と見通しを本人が理解できる形で伝える受容コミュニケーションのサ
ポート、また本人に合わせた自分の気持ち、情報を伝える方法を準備する表出コミュ
ニケーションのサポートが必要になります。まずは、ここからです。本人にあった環
境にあわせて、本人の理解できる見通しと本人の気持ちを伝える方法を準備し教える

ことが具体的な行動支援の第一歩になります。

見通しのある具体的な活動の設定

　行動支援で構造化などの支援や環境設定は大切になります。しかし、それは前提で

あり、土台であり、補助具でもあります。構造化や環境設定だけでは、おそらく行動

面の課題は解決しないと考えます。

　どんなに視覚的なスケジュールやＴＯＤＯ表示、活動の手順書があっても、それを
使って伝える生活内容、つまり具体的な活動が無いと意味がありません。
　具体的な活動の設定でまず浮かぶのが、本人の興味関心から始めることです。しか

し、多くの支援者が興味関心から始めてもうまくいっていません。興味関心がそもそ

も見つからないと、そこから発展することが難しいのです。

　今回、この事業でコンサルテーションをさせていただいた２つの施設では、興味関

心にこだわらず、様々な活動のアセスメントから本人の『できる部分』を活用し、も
う少しでできる部分は構造化を活用して教える実践をしてもらいました。結果、目で
見てわかる形で以前よりも活動の広がりがでて、そして行動面での安定につながって

います。
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※15  フレームワークシート 書籍『フレームワークを活用した自閉症支援』に掲載。

境界の明確化は自信を持った行動につながる
　今回の事業でのコンサルテーションで繰り返しアドバイスさせていただいたのは、

境界を明確にすることでした。どこからどこまでが関係のある部分でどこからどこま
では関係のない場面かという空間の境界（空間の整理統合）、今の活動はこれで、こ
の後はこれという時間の境界（時間の整理統合）、これらを明確にすることが見通し
をもった行動と自立につながることは２つの施設の実践を見るとわかります。

　境界が不明瞭であれば、見通しを持てないし、自信をもってできません。境界があ

れば自信を持ちますし、自立的な行動とその広がり（ＱＯＬの広がり）につながります。

　

チームの協働を支える明文化とフレームワーク
　支援チーム間で重要なことは、アセスメント内容と支援の方向性を共有することで
す。そこが揺らぐとチームでの支援がうまくいきません。本人に混乱を与えます。ア

セスメント内容と支援との共有は口頭での伝達では不可能です。そこに視覚的な媒体

が必要になります。支援チームでの構造化、視覚的支援が必要です。
　

　今回の事業での２つのコンサルテーションでは、フレームワークシート※ 15を使っ
たアセスメントとプランニングと実践を通した調整を実施していただきました。フ
レームワークシートがあることで、情報の共有だけにとどまらず、ディスカッション

の材料やうまくいっていない部分の再調整にもつながっています。

『フレームワークを活用した自閉症支援』について、
詳しくはホームページ、SNS、YouTube等を� �

ご覧ください。

トピック フラッシュバックの対応

Yo u Tu b eW E B サ イ ト
自閉症　フレームワーク
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おわりに

　サポート事業を通して行動に課題のある方への支援に取り組む施設をご紹介しました。

　

　どの施設においても、利用者の方のことを第一に考え、その方が自分でできることを

増やせるようサポートし、安心して暮らせるように支援に取り組んでいます。

　

　１人１人の支援者の皆様に、こうした取組やサポート事業を知っていただき、まずは

一歩を踏み出すきっかけとなれば幸いです。

　利用者の方のため、そして支援者の皆様のために、ぜひサポート事業や行動障がい

支援に関する各種研修をご活用ください。

　本冊子の内容やサポート事業の利用に関するお問い合わせは、以下までお願いします。

静岡市　保健福祉長寿局　健康福祉部

　障害福祉企画課　地域生活支援係

〒420-8602　
����静岡市葵区追手町5-1

��� � � TEL� 054-221-1 198
��� FAX�054-221-1494
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（発行）静岡市保健福祉長寿局健康福祉部障害福祉企画課

行動に課題のある方への支援により高い専門性を
― 市内で安心して暮らし 自立を目指すために ―
静岡市強度行動障がい者支援施設等サポート事業成果報告書

（令和３年３月）

〒420-8602  静岡市葵区追手町5-1
TEL 054-221-1198　FAX 054-221-1494
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